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心の扉

幸せになろうね幸せになろうね

ふるさとの
 文化財探訪

第96回

川
船
に
よ
る
年
貢
の
輸
送
計
画

文
化
財
専
門
員
　
竹
　
野
　
孝
一
郎

　
日
田
川
通
船
は
、
日
田
の

中
城
河
岸
（
豆
田
町
）・
竹

田
河
岸
（
隈
町
）
と
日
田
郡

の
関
河
岸
（
関
村
）
間
の
通

船
を
い
い
、
文
政
八
年
（
一

八
二
五
）
に
始
ま
っ
た
。

　
そ
れ
か
ら
六
年
後
の
天
保

二
年
（
一
八
三
一
）、
玖
珠
郡
三
十
二
ヶ
村
か

ら
魚
返
の
滝
（
三
日
月
の
滝
）
下
か
ら
竹
田
河

岸
ま
で
の
玖
珠
川
通
船
の
開
発
「
願
上
書
」
が

日
田
役
所
へ
出
さ
れ
た
。
し
か
し
竹
田
河
岸
上

流
二
キ
ロ
地
点
に
横
た
わ
る
尾
ヶ
瀬
用
水
井
堰

が
あ
り
、
井
堰
関
係
者
の
強
い
反
対
で
容
易
に

は
許
可
さ
れ
な
か
っ
た
。

　

そ
こ
で
翌
七
年
（
一
八
三
六
）
十
二
月
、

尾
ヶ
瀬
井
堰
の
上
迄
の
五
里
半
の
試
通
船
を
当

年
か
ら
九
年
（
一
八
三
八
）
迄
の
三
ヶ
年
、
冥

加
銀
三
十
目
宛
上
納
す
る
と
の
条
件
迄
添
え

て
、
開
発
の
「
願
上
書
」
を
出
し
た
。

　
天
保
二
年
に
、
最
初
の
玖
珠
川
の
開
発
願
い

が
出
さ
れ
て
以
来
十
四
年
の
歳
月
が
流
れ
た
弘

化
二
年
（
一
八
四
五
）
の
春
、
よ
う
や
く
玖
珠

川
の
開
発
が
一
歩
踏
み
だ
す
事
と
な
っ
た
。

　
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
秋
、
尾
ヶ
瀬
井
堰

の
乗
り
越
え
が
条
件
付
き
で
許
可
さ
れ
た
。
船

路
の
仕
立
て
費
用
と
以
後
の
修
復
費
用
は
、
す

べ
て
玖
珠
郡
が
負
担
す
る
と
い
う
条
件
の
「
申

極
証
文
」
を
取
り
替
し
、
玖
珠
郡
民
積
年
の
悲

願
が
こ
こ
に
一
部
達
成
を
み
る
事
に
な
っ
た
。

そ
の
為
、
馬
原
河
岸
に
「
寄
蔵
所
」・「
計

屋
」・「
庄
屋
詰
所
」
が
設
置
さ
れ
た
。
竹
田

河
岸
黒
岩
に
朝
五
ツ
半
（
午
前
九
時
）
を
刻
限

と
し
た
六
石
積
み
の
玖
珠
船
は
、
二
人
の
船
頭

に
操
作
さ
れ
な
が
ら
下
っ
た
。
竹
田
河
岸
で
日

田
船
に
積
み
替
え
ら
れ
、
更
に
関
河
岸
で
三
十

石
船
の
筑
後
船
に
、
そ
し
て
右
馬
亟
（
久
留
米

市
）
で
五
〇
〇
石
船
に
積
み
替
え
ら
れ
長
崎
へ

と
送
ら
れ
た
。

　
玖
珠
魚
返
の
滝
ま
で
の
計
画
は
、
馬
原
村
の

井
丈
ま
で
に
止
め
ら
れ
、
日
田
川
・
玖
珠
川
通

船
区
間
は
約
二
十
三
キ
ロ
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

　
山
坂
難
所
と
言
わ
れ
た
、
な
ぐ
ら
坂
・
代
太

郎
峠
・
月
出
山
坂
・
大
石
峠
の
険
路
も
、
つ
い

に
避
け
る
事
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
日
田
・
玖

珠
川
通
船
に
よ
る
輸
送
距
離
の
短
縮
は
、
労
力

経
費
の
軽
減
の
面
で
大
き
な
役
割
を
果
し
た
。

こ
れ
迄
牛
馬
一
匹
に
五
斗
俵
一
俵
を
運
ん
で
い

た
が
、
船
一
艘
で
牛
馬
十
疋
か
ら
十
四
、
五
疋

減
り
、
人
夫
二
万
人
、
牛
馬
二
万
疋
程
関
河
岸

迄
の
間
で
減
す
こ
と
が
で
き
た
と
記
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
、
そ
の
利
益
も
大
で
あ
っ
た
。

　
も
し
こ
れ
が
当
初
計
画
の
よ
う
に
、
三
日
月

の
滝
ま
で
開
発
が
行
な
わ
れ
て
い
た
ら
、
玖
珠

郡
三
十
二
ヶ
村
（
天
領
）
の
農
民
達
は
計
り
知

れ
な
い
恩
恵
を
蒙
る
事
が
で
き
た
で
あ
ろ
う
。

つ
い
に
実
現
を
み
る
に
至
ら
な
か
っ
た
。

　新しいスタートの４月、小さな背中に大きなランド
セル、笑顔いっぱいピカピカの小学１年生。少し大き
な制服を着て、緊張顔の中学生。希望に胸ふくらませ
輝く人たちの笑顔がうかびます。春、桜咲く。桜の開
花は人々に春を告げ、たくさんの花たちも私の出番と
ばかりに咲いています。あなたの「心」にも笑顔の花
が咲いていますか。
　「桜梅桃李」という言葉があります。桜には桜の美
しさ、梅には梅の香り、桃には桃の彩り李には李の味
わいがある。人にもそれぞれの個性があり、お互いを
認め合うことが大切です。想像の「想」の字は相手の

心を想(おも)うと読みます。相手の立場になり、相手
に寄り添うことは、人権の第一歩。とても大切なこと
です。
　新型コロナウイルス感染症の世界的な拡がりが続く
中、日本社会でも、長期化する感染症の影響もあり、
不安や不満を背景に、コロナ差別が数多く発生してい
ます。「人権とふれあいを大切にする町―九重町」私
たち一人ひとりが自分の人権だけでなく、みんなの人
権を大切にし、すべての人が幸せになりますように。
　ロシアのウクライナへの軍事侵攻が連日報道され、
民間の犠牲者が増え続けています。その中には100人
以上の無力な子どもたちの命が奪われました。心が痛
み憤りを感じます。

　戦争ほど残酷で悲惨なものはない。「生命の尊厳」
を考えるとき、戦争は絶対にあってはならないと強く
感じます。理不尽な人権侵害・差別について、あなた
はどう考えますか。
　　　　　九重町隣保館人権啓発指導員　安藤千恵美

こ

おうばいとうり

心の中
心の中をのぞいてごらん

あなたの「心」元気ですか
あなたの「心」笑ってますか

戦争は最大の人権侵害　

平和なくして人権なし

人権なくして平和なし
「部落解放の父」
　松本治一郎氏のことば

▲

が
し

よ
せ
く
ら
し
ょ

う
ま
の
じ
ょ
う

い
だ
け
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●児童書・コミック
あけましてのごあいさつ　　　　　　　　　すとうあさえ
鬼大図鑑　　　　　　　　　　　田村正彦、さがわゆめこ
かってに頭がよくなる毎日なぞなぞ　　　　　　隂山英男
大人も知らない！？性教育なぜなにクイズ図鑑　のじまなみ
ユニバーサルデザインでみんなが過ごしやすい町へ１～３　白坂洋一
よりぬきサザエさんNO,１～NO,６　　　　　長谷川町子
猫の菊ちゃん２　　　　　　　　　　　　　　　　　湊文
●一般図書
八丁堀強妻物語（文庫）　　　　　　　　　　  岡本さとる
人面瘡探偵（文庫）　　　　　　　　　　　　　 中山七里
おんなの女房　　　　　　　　　　　　　　　蝉谷めぐ実
正欲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　朝井リョウ
アクトレス　　　　　　　　　　　　　　　　　誉田哲也
少女を埋める　　　　　　　　　　　　　　　　桜庭一樹
展望塔のラプンツェル　　　　　　　　　　宇佐美まこと
はじめての　　島本理生、辻村深月、宮部みゆき、森絵都
高い窓　　　　　　レイモンド・チャンドラー、村上春樹
水と水とが出会うところ　レイモンド・カーヴァー、村上春樹
ひとまず上出来　　　　　　　　　　　　ジェーン・スー
「牧野富太郎」　　　　　　　　　　　　　　　牧野富太郎
千年の読書　　　　　　　　　　　　　　　　　三砂慶明
苦しみの手放し方　　　　　　　　　　　　　　大愚元勝

心が「ほっ」とするほとけさまの 50の話　　　岡本一志
人は皮膚から癒される　　　　　　　　　　　　　山口創
会社を退職するときに絶対に知っておきたいお金の話　房野和由
「知の巨人」が暴く世界の常識はウソばかり　副島隆彦、佐藤優
子どもとつながる「お話」の魔法　シルカ・ローズ・ウエスト
妻六法　　　　　　　　　　　　　　森公任、森元みのり
施設に入らず「自宅」を終の住処にする方法　　　田中聡
牧野日本植物図鑑　　　　牧野富太郎、北隆館図鑑編集部
いつか家族でやりたい９９の楽しいことリスト　　むぴー
肩のコリ・痛みは自分でマル楽治せる！
「けいらく」で体を整える　　　　　　　　　　 刑部正道
子どもガボール　　　　　　　平松類、サタケシュンスケ
最高のぐっすり睡眠　　　　　　　　　　　　白濱龍太郎
脳がパッ！とひらめくちがう写真探し　　　　　熊谷賴佳
ディズニーキャストざわざわ日記　　　　　　　笠原一郎
ひとり暮らしで知りたいことが全部のってる本　主婦の友社
小さい林業で稼ぐコツ２　　　　　　　農山漁村文化協会
鬼滅の刃公式ファンブック鬼殺隊見聞録１～２　吾峠呼世晴
いのちの車窓から　　　　　　　　　　　　　　　星野源
おかあさんの扉１１　　　　　　　　　　　　　伊藤理佐
〈ＣＤ付〉クラシックＢＯＯＫ　　　　　　　　 飯尾洋一
筒美京平大ヒットメーカーの秘密　　　　　　　近田春夫
魂を撮ろう　　　　　　　　　　　　　　　　　石井妙子

新刊・新着図書案内 ～俳句の季節では５月６日頃からもう夏です！図書館でひと足早く夏の本でもいかがですか(^▽^)/～

ほんの森４月号 平日 午前10時～午後６時　土・日  午前９時～午後５時　月・祝 休み　九重町図書館　☎ 76－3888図書館だより図書館だより

お
知
ら
せ

春の読書週間イベント始まりました♪　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『子どもの読書週間（４/23～５/12）』に合わせ、図書館
では春の読書週間イベントを行っています。今年も引き続きコロナ渦ではありますが、少しでも子どもたちが楽
しめるイベントにしたいと思っています。感染予防を心がけながら、どうぞご家族でご参加ください！ご来館お
待ちしています♬

～大好きなえほんをのせて～

図書館を泳ぐこいのぼり！図書館を泳ぐこいのぼり！

皆さんの好きな絵本（児童書）を１冊選んで頂き、
こいのぼり型のカードに書いて貼ってもらうイベントです！
子どもだけではなく、大人もどうぞ(^▽^)/
図書館の空を絵本のこいのぼりでいっぱいにしませんか。
参加して頂いた方にはこいのぼりの栞をプレゼント。
ぜひご家族でご参加ください！お待ちしています。

児童書の貸出し冊数　無制限

　　　春は赤ラベルを読もう！

児童書の貸出し冊数　無制限

　　　春は赤ラベルを読もう！

春のイベント期間中、児童書の貸出し冊数を制限なく増や
します※児童書とは、本の背表紙のラべルが赤い本です。
通常１人10冊までですが、この期間は好きなだけかりて
OK！たくさん読んで下さいね！

※貸出期間は通常と同じ２週間です。

期間：４月12日（火）～５月８日（日）
期間：４月12日（火）～５月８日（日）

●「おはなし会」は毎月第２土曜日　10：30～11：00
４月のボランティアグループは
「チームそらまめくん」でした。
５月は「スター」のみなさんです。（５月14日予定）
春はウキウキわくわく！
楽しい絵本でお待ちしています♬

「蔵書点検」ご協力ありがとうございました。
例年、九重町図書館は紛失本や不明本が少ないのですが、今回も数冊にとどまりました。これも利用者の皆
さまのマナーがよいおかげだと思います。どうぞ引き続き利用マナーを守っていただけると嬉しいです。

以下の５冊を探しています
①「六十六年の歴史 今 甦る 九重町立飯田中学校閉校記念誌」
②「犬夜叉 １巻」　③「家事の断捨離」
④「農家が教えるジャガイモ・サツマイモつくり」　⑤「ろくろ」

★お心当たりのある方は、
　返却BOXで構いませんので、
　ご返却下さいますよう
　お願い致します。

毎年恒例となった新聞紙のリサイクルも行って
いますよ！春のイベントをお見逃しなく！

※コロナウイルス感染症の状況によっては開催を見合わせることもあります。ご了承ください。 ▲３月のおはなし会の様子
▲３月に読んだ絵本
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自然
学校
自然
学校

九重ふるさと九重ふるさと

自然学校のフィールド「さとばる」の草原では、季節ごと
に多様な植物をはじめ、チョウや野鳥などの動物が見られ
ます。また、草原ならではの開放感、美しい風景も一見の
価値アリ。スタッフのガイド付きで草原の1年を観察し、
その魅力を満喫しましょう。

草原自然観察会

日　　時：４月30日（土）10:00～12:00
　　　　　８月 ６日（土）10:00～12:00
集合場所：九重自然教室本館
　　　　（九重町田野1726-143）
参 加 費：１名700円
　　　　　　※４歳未満無料
申込締切：各回の2週間前

昔ながらの田植えに挑戦！田植えヒモにそって、手で苗を
植えていきます。そして、足元の泥や水草には、様々な生
きものがかくれんぼ中。泥んこになって、探して、田んぼ
をまるごと楽しみましょう。

田植えと初夏の生きものさがし

日　　時：6月4日（土）10:00～15:00

集合場所：九重自然教室本館
　　　　　（九重町田野1726-143）
参 加 費：1名1,200円
　
申込締切：５月21日（土）

九重町は九州最大の河川･筑後川の最上流部です。筑紫平
野･有明海を潤す九重町の清流で魚や水生生物を探しま
しょう。ライフジャケットを着用しての川遊びもお楽しみに。

川の生きものしらべ

田んぼで泥んこになりながら生きものたちを採集し、一緒
にじっくり観察してみよう！たくさんのカエルやゲンゴロ
ウの仲間たちが待っています。

田んぼの生きものさがし

日　　時：6月25日（土）10:00～12:30
　　　　　7月23日（土）10:00～12:30
　　　　　8月21日（日）10:00～12:30
集合場所：九重自然教室本館（九重町田野1726-143)
参 加 費：１名600円
　　　　　※４歳未満無料
申込締切：各回の2週間前

日　　時：7月30日（土）13:00～17:30

集合場所：九重自然教室本館（九重町田野1726-143)
参 加 費：１名1,000円
　

申込締切：7月16日（土）

九重スキー場登山口から猟師岳の中腹までを周回するコー
スを予定（約3km、高低差約150m）。野鳥観察をテーマ
とした山歩きのため、ペースはのんびりです。双眼鏡の無
料貸出、使い方のレクチャーも行います。バードウォッチ
ング初心者の方も安心してご参加ください。

～シャクナゲの森･猟師岳～

日　　時：５月４日（水･祝）9:00～12:00
　　　　　　
集合場所：九重森林公園スキー場駐車場
参 加 費：１名600円
対　　象：小学生以上
　　　　　

申込締切：４月20日（水）

2022年度（上半期）、九重ふるさと自然学校では
下記のプログラムを実施予定です。奮ってご参加ください。

※順延日：5月8日（日）

※順延日６月５日（日）

※順延日６月５日（日）

※登山できる体力を
　お持ちの方

野鳥に親しむ山歩き

自然で遊ぼう！おやとこ ～田んぼの巻～

九重青少年の家からおにぎり山までのコースを予定（約
2km、高低差約150m）。草原などで見られる生きものを
観察しながら、山頂を目指します。登山道は比較的歩きや
すいため、お子様連れや登山初心者の方も安心してご参加
ください。

おにぎり山で草原ハイキング

日　　時：５月７日（土）10：00～13：00

集合場所：大分県立九重青少年の家
参 加 費：１名700円
対　　象：４歳以上
　
申込締切：４月23日（土）

※順延日：5月22日（日）

※登山できる体力をお持ちの方

※4歳未満無料、お子様は保護者と
　同伴で活動していただきます

★応募者多数の場合、【抽選】となります。
【抽選結果のお知らせについて】

お申込み･お問い合わせ：九重ふるさと自然学校（☎73-0001）

　抽選の結果は、お申込みいただいた皆様に、申込締切日から
翌々日までにご連絡します。お申込み時のメールアドレスに送
付しますので、ご確認お願いします。
　なお、当選後にやむを得ずキャンセルする場合は、出来るだ
け早いご連絡をお願いいたします。
　再抽選または再募集を行います。

※4歳未満無料
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暮らしの情報　●

【
電
話
・
面
接
相
談
】

■
と　
き

月
曜
日
〜
金
曜
日
（
祝
日
、
振
替
休

日
、
年
末
年
始
の
休
日
を
除
く
）

午
前
８
時
30
分
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜

午
後
５
時
15
分

■
と
こ
ろ　
大
分
県
庁　
別
館
５
階

■
お
問
い
合
わ
せ　
交
通
事
故
相
談
所

（
県
生
活
環
境
部
生
活
環
境
企
画
課
内
）

　
☎
０
９
７‐

５
０
６‐

２
１
６
６

【
巡
回
相
談
〔
予
約
制
〕
】

■
と　
き　
５
月
17
日
㈫

　
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　
県
西
部
振
興
局
（
日
田
市
）

■
お
問
い
合
わ
せ　
県
西
部
振
興
局

（
☎
０
９
７
３‐

２
３‐

２
２
０
０
）

■
と　
き

　
平
日
の
午
前
９
時
〜
正
午
、

　
　
　
　
午
後
１
時
〜
午
後
５
時

■
と
こ
ろ　
日
田
公
証
役
場
（
日
田
市
）

■
内　
容

①
遺
言
の
ほ
か
、
高
齢
者
等
の
財
産
管

理
、
土
地
・
建
物
の
賃
貸
借
・
売

買
、
金
銭
貸
借
、
離
婚
給
付
、
尊
厳

死
宣
言
な
ど
の
公
正
証
書
の
作
成
に

関
す
る
相
談

②
会
社
定
款
や
契
約
書
類
の
認
証
等
に

関
す
る
相
談

③
相
続
問
題
に
関
す
る
相
談

■
そ
の
他　
電
話
で
事
前
受
付
が
必
要

■
お
問
い
合
わ
せ　
日
田
公
証
役
場

（
☎
０
９
７
３‐

２
４‐

６
７
５
１
）

■
対
象
者

　
大
分
県
交
通
安
全
協
会
会
員
で
、
現
に

自
動
車
等
の
運
転
に
従
事
し
、
申
請
基

準
を
満
た
す
方

■
表
彰
区
分

　

優
良
運
転
者
表
彰
50
年
、
40
年
、
30

年
、
20
年
、
15
年
、
10
年

※

申
請
基
準
や
必
要
書
類
等
詳
細
に
つ
い

て
は
お
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い

■
申
請
期
間

　
５
月
２
日
㈫
〜
６
月
15
日
㈬

※

土
日
・
祝
日
除
く
午
前
９
時
30
分
〜
午

後
５
時

■
申
請
・
お
問
い
合
わ
せ　
玖
珠
警
察
署

内
（
公
財
）
大
分
県
交
通
安
全
協
会
玖

珠
支
部
（
☎
７
２‐

１
６
６
１
）

　
「
銃
砲
刀
剣
類
登
録
証
」
が
つ
い
て
い

な
い
古
式
銃
砲
や
刀
剣
類
は
所
持
で
き
な

い
の
で
必
ず
県
教
育
委
員
会
の
銃
砲
刀
剣

類
登
録
審
査
会
に
出
向
き
、
登
録
証
の
交

付
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
と　
き

　
５
月
11
日
㈬
、
７
月
13
日
㈬
、
９
月
７

日
㈬
、
11
月
９
日
㈬
、
令
和
５
年
１
月

18
日
㈬
、
３
月
８
日
㈬
の
、
い
ず
れ
も

午
後
１
時
〜
午
後
５
時

　

※

受
付
は
午
後
４
時
30
分
ま
で

■
と
こ
ろ

　
大
分
県
庁
別
館
13
階
１
３
３
会
議
室

■
持
参
物　
現
物
と
発
見
届
出
済
証

■
登
録
手
数
料

　
・
登　
録　
１
件
６
，
３
０
０
円

　
・
再
交
付　
１
件
３
，
５
０
０
円

■
そ
の
他

　
登
録
証
を
紛
失
し
た
場
合
は
、
登
録
証

の
再
交
付
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
未
登
録
物
件
の
所
持
・
売

買
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
お
問
い
合
わ
せ　
県
教
育
庁
文
化
課

（
☎
０
９
７‐

５
０
６‐

５
４
９
８
）

　
再
就
職
へ
の
決
意
と
希
望
を
胸
に
、
ポ

リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
の
職
業
訓
練
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。

■
募
集
コ
ー
ス

　
３
Ｄ
Ｃ
Ａ
Ｄ
活
用
科
／
溶
接
施
工
技
術

科
／
建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ
・
リ
フ
ォ
ー
ム
技
術

科
／
設
備
技
術
科

※

１
ヵ
月
間
の
導
入
講
習
付
き
の
コ
ー
ス

で
す
。
社
会
人
に
な
る
上
で
必
要
な
基

礎
ス
キ
ル
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
出
来

ま
す

■
募
集
期
間

　
５
月
２
日
㈪
〜
５
月
31
日
㈫

■
訓
練
期
間　
７
月
５
日
㈫
〜
令
和
５
年

１
月
31
日
㈫

■
そ
の
他

　
５
月
17
日
㈫
・
５
月
24
日
㈫
に
説
明
会

実
施

■
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
大
分

（
☎
０
９
７‐

５
２
９‐

８
６
１
５
）

各
種
相
談
（
相
談
無
料
）

お
知
ら
せ

大
分
県
交
通
事
故
相
談

遺
言
等
無
料
公
証
相
談

大
分
県
銃
砲
刀
剣
類
登
録
審
査
会

優
良
運
転
者
表
彰
申
請
の
お
知
ら
せ

受
講
料
無
料
！
７
月
受
講
生
募
集

（
ハ
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た

め
掲
載
し
て
い
る
行
事
・
相
談
会
な
ど
が
延

期
ま
た
は
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

試
験
・
講
習
会
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春
の
季
語
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

の
原
産
地
は
ト
ル
コ
。
オ
ラ

ン
ダ
で
品
種
改
良
が
さ
れ
江

戸
期
に
日
本
へ
。

　
花
の
色
は
、
赤
・
黄
・

白
・
ピ
ン
ク
と
多
彩
。

　
揚
句
は
、
ま
さ
に
ク
レ
ヨ

ン
の
三
色
、
赤
と
黄
と
も
う

一
色
は
読
者
の
ご
想
像
に
。

親
子
で
楽
し
め
る
一
句
で

す
。

ク
レ
ヨ
ン
の
三
色
で
咲
く
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
　
　
豊
　
　
國

歳 時 記
今
月
の
推
薦
句

今
月
の
推
薦
句

　
四
国
の
ほ
う
で
は
旧
暦
の
お
雛
様
の
頃
に
お
重
（
遊
山
箱
）

に
ご
馳
走
を
詰
め
込
ん
で
野
山
に
出
か
け
る
習
慣
が
あ
る
と

か
。
母
の
笑
顔
が
菜
の
花
に
重
な
り
合
い
ま
す
。

遊
山
箱
母
の
笑
顔
と
菜
の
花
と

佐
藤　

律
子

　
の
ど
か
で
明
る
い
春
の
一
日
。
ど
こ
か
に
出
か
け
た
く
な
り

ま
す
。
久
し
ぶ
り
の
ハ
イ
ヒ
ー
ル
で
。
多
く
を
語
ら
ず
、
そ
れ

で
い
て
何
か
楽
し
い
一
句
。

春
の
日
や
行
く
先
決
め
る
ハ
イ
ヒ
ー
ル

日
野
ム
ツ
子

　
た
な
び
く
煙
は
何
か
。
下
五
「
春
は
黒
」
で
野
焼
き
だ
な
と

分
か
り
ま
す
。「
春
は
黒
」
は
、
ま
さ
に
九
重
な
ら
で
は
の

「
ふ
る
里
の
原
風
景
」
で
す
。
詩
情
が
溢
れ
ま
す

山
里
の
た
な
び
く
煙
春
は
黒

志
賀　

文
子

　
四
月
一
五
日
は
俳
人
藤
田
湘
子
（
鷹
の
創
始
者
）
の
命
日
。

か
っ
て
は
「
鷹
」
に
所
属
し
て
い
た
ヨ
ウ
子
さ
ん
な
ら
で
は
の

一
句
。
二
〇
〇
五
年
に
逝
去
さ
れ
た
湘
子
先
生
の
教
え
は
今
も

な
お
、
も
全
国
の
俳
人
に
語
り
継
が
れ
て
い
ま
す
。

湘
子
忌
や
令
和
に
続
く
師
の
お
し
え

吉
光
ヨ
ウ
子

　
　
　
　
　
　
陽
射
し
が
明
る
く
な
り
ま
し
た
。
み

な
さ
ん
の
句
も
華
や
い
で
い
ま
す
。
五
月
は
も
っ
と

躍
動
的
に
。
元
気
な
句
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
こ
ご
）

山
椒
の
芽
一
汁
一
菜
老
い
の
空

と
ん
と
ん
と
ん
刻
む
野
蒜
や
手
酌
酒

新
種
な
り
見
惚
れ
ピ
ン
ク
の
猫
柳

昨
日
今
日
蝶
の
見
廻
り
老
い
二
人

待
つ
こ
と
も
も
待
た
れ
も
せ
な
き
春
日
向

竹
林
の
中
に
桜
の
老
い
て
咲
く

小
鼬
の
振
り
向
く
様
や
山
笑
う

未
黒
な
る
扇
山
か
ら
瀨
戸
内
へ

通
学
の
自
転
車
選
び
春
の
風

春
の
い
ろ
里
の
潤
い
か
も
し
出
す

花
曇
母
に
手
を
振
る
画
面
か
な

眼
閉
ず
綿
毛
一
面
ぜ
ん
ま
い
か

花
菜
和
え
愛
し
き
味
よ
母
の
声

春
の
庭
座
れ
ば
葉
っ
ぱ
こ
ろ
こ
ろ
こ
ろ

も
の
言
わ
ぬ
雛
人
形
の
お
ち
ょ
ぼ
口

入
学
式
親
子
と
も
ど
も
お
洒
落
し
て

若
緑
勢
い
増
し
て
山
太
る

桜
散
る
届
け
し
先
は
谷
を
越
え

巣
立
ち
の
日
お
ぼ
ろ
月
夜
の
絵
日
記
よ

直　

人

桐　

友

好　

美

香　

澄

チ
ズ
子

泉　

渓

一　

主

重　

吉

則　

子

左
世
美

純　

子

八
千
子

末　

子

勝　

子

次　

江

良　

子

ト
シ
子

正　

治

ヤ
ス
コ

（
選
者
か
ら
）

読 者 俳 句

５
月
号
の
締
め
切
り
は
４
月
25
日
で
す
。
早
目
に
ポ
ス
ト
イ
ン
を
。

こちら
119番
こちら
119番

あわてないで 119 番通報！

　すぐにでも救急車や消防車に来てもらいたい緊急の現
場に居合わせれば、誰でも動揺するものです。消防活動
を迅速に行うために、住民の皆さんからの的確な119番
通報は大変に重要です。
　もしあなたが119番通報する場面に遭遇した時に主な
通報すべき内容をまとめましたので、参考にしてくださ
い。
●まず119番通報の際、通報を受けた消防の通信指令室
員から「火事ですか？救急ですか？」と聞かれます。
的確にどちらかを答えてください。続けて住所を聞か
れますので災害現場の住所（詳しい地番がわからない
場合には、近くの目標物等）を答えて下さい。さら
に、次のような内容も、現場の状況を知るために質問
しますので、落ち着いて答えてください。

　また、通報者に折り返しの電話をすることがあります
ので、お名前・電話番号等をお聞きします。通報後は基
本的に、通信指令室員の質問に答えていただくだけです
ので、なるべく落ち着いて答えるように心がけてください。

問　玖珠消防署　警防係　☎ 72ー2141
火災の場合
・何が燃えているのか？
・逃げ遅れた人はいるのか？
　救急の場合
・誰がどうしたのか？今どのような状態なのか？
・具合の悪い方の状態によっては応急処置（心臓マッサー
　ジ等）をお願いすることがあります。通信指令室員が指
　示を出しますので、ご協力をお願いします。
事故の場合
・事故の状況(どのような事故か？人の閉じ込めや、挟まれ
　等があるかどうか？)
・怪我人はいるのか？何人ぐらいか？

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

佳
作
　
十
九
席

佳
作
　
十
九
席

こ
い
た
ち

は
る
ひ
な
た

ゆ
さ
ん
ば
こ

さ
ん
し
ょ
う

の
び
る



令
和

４
年

４
月

17日
発

行
（

通
巻

791号
）

発
行

・
九

重
町

役
場

企
画

調
整

課
〒

8
7
9
-4

8
9
5
　

 大
分

県
玖

珠
郡

九
重

町
大

字
後

野
上

8
番

地
の

1
☎

 0
9
7
3
-7

6
-2

1
1
1
　

　
 　

　
印

刷
・

尾
花

印
刷

有
限

会
社

４
月
号

（敬称略）

狭 間

野 矢

富 迫 下

筋 湯

川 西 一

桐 木 二

下 畑

中 村 上

中 巣

川 西 一

お悔やみ申し上げます弔慰
おなまえ 年齢 行政区

町の面積／271.37㎢　町の木／くぬぎ
花／ミヤマキリシマ　　鳥／カッコウ

地区別 件数
物損
事故 件数計人身事故

死者 負傷者
0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

10

14

43

27

94

10

14

43

27

94

東飯田

野　上

飯　田

南山田

計

町内地区別事故発生状況

84

80

74

76

100

88

97

87

101

77

平成30年度から４年間、広報ここのえ
を担当させていただきました。あっとい
う間の4年間でしたが、たくさんの方の
ご協力をいただき毎月発行することがで
きました。本当にありがとうございまし
た。皆さんに読んでいただける広報に…
と思っていましたが、できていないこと
ばかりで後悔と反省です。４月からは九
重町を少しの間離れて大分市で働くこと
になりますが、新しい職場で多くのこと
を学んで九重町に帰ってきたいと思いま
す！皆さんには5月号からの新しい広報
を楽しみにしていただければと思いま
す。　　　　　　　　　　　　Tomo

編集後記

交通安全110

あかみね　　　　すえき

いわお　　　　　たつお

うめき　　　　  ゆきお

じくまる　　　　ただよし

たかの　　　　　きみえ

たけお　　　　　きみよ

ときまつ　　　　　くん

ときまつ　　　　よういち

ひの　　　　　きよこ

やの　　　　　　　ひろし

★都合で変更する場合があります。

急なケガの対応・病院のかかり方、こころの相談など
ここのえ健康ダイヤル

フリーダイヤル
0120－511－658

広報ここのえは、環境にやさしい再生紙と植物性インクを使用しています。
広報ここのえは、UD文字を使用しています。

2022・3月末

18広報ここのえ　2022.４月号

３月１日～３月末日届出分

人口と世帯
人口
  男
  女
世帯

8,852  人
4,261  人
  4,591  人
3,896 　 

（－　 ）
（－　 ）
（－　 ）
（－　 ）

31
14
17
5

人の動き

（　）は前月からの増減

赤　峰　末　喜

岩　尾　辰　男

梅　木　幸　男

軸　丸　忠　義

高　野　きみ枝

竹　尾　君　代

時　松　ク　ン

時　松　陽　一

日　野　キヨ子

矢　野　　　浩

４月

５月

24日
29日
1日
3日
4日
5日
8日
15日
22日

78-8811
76-2711
72-6101
72-0330
72-2167
72-2135
77-6121
72-2466
73-2030

町 田
恵 良
塚 脇
塚 脇
塚 脇
春日町
野 上
　森　
北山田

電　話住　所 医　院　名日月
友 成（町 田）医 院
井 上 医 院
三池循環器内科クリニック
友 成（塚 脇）医 院
小 中 病 院
高 田 病 院
矢 原 医 院
荒 木 医 院
北山田クリニック

● 病院

４月

５月

24日
29日
1日
3日
4日
5日
8日
15日
22日

0973-22-0222
0973-23-2228

72-0421
0973-57-2102
0973-22-2556
0973-24-6886

76-2310
0973-22-5305
0973-22-6118

日田市
日田市
玖珠町
日田市
日田市
日田市
右 田
日田市
日田市

電　話住　所医療機関名日月
おおくら歯科医院
中 村 歯 科 医 院
秋 吉 歯 科 医 院
小 野 歯 科 医 院
桑 野 歯 科 医 院
石 井 歯 科 医 院
麻 生 歯 科 医 院
合 原 歯 科 医 院
おの歯科クリニック

● 歯科医

（24時間年中無休無料健康相談）

４
月
・
5
月
の
休
日
当
番
医

お誕生日を迎えるお子さんの写真募集中！
★対象：九重町在住の１～３歳までのお子さん

問　企画調整課（☎７６－３８０７）
応募締切 ５月がお誕生日のお子さん：４月 28日（木）

さん有馬 來良
ありま　　  きい

（保護者：有馬大成）
１歳 さん香下 律葉

こうした　　りつは

（保護者：香下慎太郎）
１歳

４月生まれ
★詳細は九重町ＨＰをご覧ください

さん日野 結翔
 ひの　　　ゆいと

（保護者：日野 亮汰）
１歳 さん衞藤 春太

 えとう　　はるた

（保護者：衞藤雅史）
３歳 さん田吹 和楓

 たぶき　　 かえで

（保護者：田吹泰樹）
３歳

▲九重町ＨＰ▲応募フォーム

（敬称略）

豊後中村住宅

おめでとうございます出生
おなまえ 性別 保護者 行政区

清 治
えとう　　てんしょう
衞藤　天将 男

せいじ




